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要介護状態でも自宅で暮らしたい、困難になったら施設へ 
 

 子どもに頼らずに夫婦だけや一人暮らしのお年寄は、介護状態になっても住み慣

れた自宅で介護サービスを利用しながら暮らし続けたいと望んでいます。施設へと

いう人１６％に対し、可能な限り自宅でという人は 71％にもなります。老々介護

や一人暮らしの介護状態でも自宅で安心して生活できるように福祉サービスや生

活環境を整備することは、お年寄の願いを満たすと共に施設への依存を少なくして

介護保険の財政的な負担の軽減にもなります。 

一人暮らしが困難になったとき、子どもなど親族宅に同居できる、したいという

お年寄は少なく、多くが介護施設や介護付き高齢者住宅などへの入所を望んでいま

す。特養だけでも入所待機者が約９００人もいる現状は（諏訪広域）、お年寄や介

護者が本当に困ったときに行き場がなくなるわけで介護難民とも呼ばれ施設の増

設が求められています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                        
          

一人暮らしが困難になったらどうしたいか
-- 在宅の一人暮らし要介護認定者 --

その他,
58, 12%

施設や共
同住宅等
に入所し
たい,

303, 62%

親族宅で
同居した
い,

129, 26%

諏訪広域連合
平成19年12月
           調査

回答者
４９０人

介護状態になったらどんな生活を望むか
-- 一人暮らしや高齢者だけ世帯の元気な方--

わからない,

106, 13%

可能な限り
自宅に住

みながら介
護サービス
を利用した
い,

559, 71%

自宅以外
の施設や
高齢者向
け住まいに
入居したい,
131, 16%

諏訪広域連合
平成19年12月
           調査

回答者
７９６人


